
(1)令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号

発 行 者
下 市 田 区

発行責任者

古 瀬 栄 ―

E口     昴」
下市田。キタバヤシ印刷

１

●

ｆｒ．
‥

１

■

●
■
，
，

咎 贅`

萩
の
郷

支
館
二
大
行
事

台
風
の
為

苦
渋
の
判
断
で
実
施
〃

ロ

萩
の
郷
夏
祭
り
は
、
昨
年
度
台
風
の
た

め
中
止
。
今
年
度
も
台
風
六
号
が
七
月
二

十
七
日
午
前
七
時
に
二
重
県
南
部
に
上
陸
。

そ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
日

午
後
六
時
か
ら
室
内
で
実
施
し
ま
し
た
。

室
内
で
の
実
施
は
、
全
て
が
初
め
て
の
経

験
。
不
安
な
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

足
下
の
悪
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
七

百
名
も
の
多
く
の
皆
様
に
参
加
を
頂
き
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
初
め
て
取
り
入

れ
た
抽
選
会
も
好
評
で
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
く
、
盛
大
な
夏
祭
り
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
二
日
と
十
三
日
に
予
定

し
て
い
た
萩
の
郷
文
化
祭
り

・
ふ
れ
あ
い

広
場
も
、
台
風
十
九
号
が
十
二
日
午
後
六

時
に
伊
豆
半
島
に
上
陸
。
県
内
で
も
千
曲

川
が
決
壊
す
る
等
、
甚
大
な
被
害
が
で
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
十
二
日
の
行
事
は
中

止
に
し
、
十
三
日
の
ふ
れ
あ
い
広
場

「敬

老
祭
」
の
み
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い
当
日

は
、
秋
晴
れ
で
、
敬
老
者
九
十
七
名
、
関

係
者
も
含
め
て
約
二
百
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
駐
在
所
所
長
さ
ん
の
講
和
後
、

式
典
で
は
、
喜
寿

・
米
寿

・
卒
寿
百
七
十

四
名
の
皆
様
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
は
萩
の
郷
二
大

行
事
が
、
自
然
災
害

「
台
風
」
に
振
り
回

さ
れ
、
実
施
に
当
た
り
苦
渋
の
判
断
に
せ

ま
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
区
民

や
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
で
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

古

瀬

栄

一

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に

・
趣
味

・
体

力
づ
く
り
等
に
活

用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

全
町

一
斉
の
防
災
訓
練
は

ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
年
は

区
主
催
で
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
目
的
で
、
下
市
田
区

の
地
盤
形
成
を
知
識
と
し
て

持

っ
て
も
ら
う
た
め
地
区
選

出
の
町
議
と
共
催
で
、
二
区

在
住
の
地
質
学
者
の
松
島
先

生
を
講
師
と
し
て
招
き
講
演

を
受
け
ま
し
た
。
二
月
に
行

う
予
定
の
防
災
研
修
会
も
意

識
の
向
上
に
役
立

つ
様
な
内

容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
下
市
田
産
業
用
地

（下
市

田
河
原
）
へ
の
誘
致
企
業
も

決
ま
り
、
大
規
模
な
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア

ガ
イ
ド
ウ
エ
イ
ヤ
ー
ド
用
地

工
業
団
地
を
含
め
て
大
き
く

様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
の

祝
獅
子
用
の
頭
が
破
損
し
て

使
用
に
耐
え
な
い
状
態
と
な

り
ま
し
た
の
で
頭
を
新
調
し

一
つ
を
修
理
し
ま
し
た
。
来

春
の
保
存
会
春
祭
り
に
お
い

て
初
舞
と
な
り
ま
す
。
簡
単

で
す
が
情
勢
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

下
市
田
区
と
支
館
で
行
う

萩
の
郷
夏
祭
り
が
、
台
風
の

影
響
を
受
け
て
屋
内
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆

様
の
協
力
を
得
ま
し
て
無
事

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

文
化
祭
り

・
萩
の
郷
ふ
れ
あ

い
広
場
も
台
風
の
影
響
を
受

け
文
化
祭
り
は
全
部
中
止
、

ふ
れ
あ
い
広
場

（
敬
老
祭
）

は
大
勢
の
人
の
参
加
を
頂
き

実
施
し
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。

今
年
ほ
ど
台
風
の
影
響
が
あ
っ

た
の
は
初
め
て
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
区
民
会
館
の
和
室

が
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
な
り
、

今
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

金
で
百
名
ほ
ど
が
利
用
で
き

る
テ
ー
ブ
ル
及
び
椅
子
の
設

備
が
整
い
ま
し
た
。
地
域
の

平
成
二
十

一
年
度

（令
和
元
年
）

前
期
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長

宮

島

達

朗

平
成
二
十

一
年
度

（令
和

十
月
二
十
三
日
区
民
会
館
に

於
い
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

下
市
田
区

一
般
会
計
並
び

特
別
会
計
前
期
決
算
報
告
書

に
基
づ
く
監
査
、
公
民
館
下

市
田
支
館
前
期
決
算
報
告
書

に
基
づ
く
監
査
、
萩
山
神
社

前
期
決
算
報
告
書
に
基
づ
く

監
査
を
行
い
ま
し
た
。

金
銭
出
納
帳
・預
金
通
帳
・

請
求
書

・
領
収
書
綴
り

・
元

帳
等
精
査
し
た
結
果
、
其
々

の
処
理
が
適
切
に
且
つ
正
確

に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
日
々
の
ご
努
力

に
感
謝
し
、
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

フI二

年

日U
期
決
算
の

監
査
を

平成31年度 (令和元年)下市田区一般会計 中間決算報告書
(自 平成31年 4月 1日 ～至令和元年9月 30日 )

決算収入額 20,328,818円 決算支出額 13,176,706円 差引残高 7,152,112円
【支出の部】           △印:減 (単位 円)

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

民

13,644,000

1,007,000

0

1,677,000

4,860,000

3,351,000

3,000,000

3,296,073

720,000

0

6,829,977

0

△   534,348

△  1,543,248

△  2,998,678

△  1,413,705

△  1,500,000

△  2,567,365

0

△  6,814,023

△  1,007,000

支 出合計 31,555,073 13,176,706 △ 18,378,367

平成31年度 (令和元年)公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成31年 4月 1日 ～至令和元年9月 30日 )

決算収入額 2,375,922円 決算支出額 1,650,780円  差引残高 725,142円
【支出の部】 △印 :減 (単位 円)

ー

【収入の部】

【収入の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
前 期 繰 越 金

区    費
町 支 出 金

財 産 収 入

地 元 負担 金

消 防義 務 金

諸 収 入 金

繰  入  金

5,424,112

15,070,000

6,005,000

1,072,000

313,000

1,350,000

1,060,000

1,260,961

5,424,112

6,609,480

4,800,002

663,317

166,421

1,261,114

34,372

1,370,000

0

△  8,460,520

△  1,204,998

△   408,683

20,000

△   893,579

153

△   278,628

収 入合 計 31,555,073 20,328,818 △ 11,226,255

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰 越

入

助

1又

金

雑 入

484,917

3,000,000

520,000

1,000

484,917

1,500,000

388,000

3,005

0

∠:ヽ  1,500,000

△   132,000

2,005

収 入合 計 4,005,917 2,375,922 ∠:ゝ  1,629,995

科   目 予算 額 決 算 額 増  減
務

予 備 費

1,930,000

1,860,000

11,000

204,917

755,161

895,619

0

0

△  1,174,839

△   964,381

△    11,000

△   204,917

支 出合計 4,005,917 1,650,780 △ 2,355,137

Ｆ
ＩＩ

環 境 衛生 費

林  務  費

水  利  費
防  災  費

土  木  費
185,652

繰  出 金
予  備  費

ネ甫

費

一費

広 報  費
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初めての室内開催
今
年
も
台
風
接
近
と
な
り

室
内
に
決
定
し
て
の
夏
祭
り
。

関
係
者
に
連
絡
す
る

一
方

会
場
構
成

・
テ
ン
ト
配
置

・

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
の
位
置

・

照
明
の
関
係

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
変
更
等
、
代
表
者
と
当
日

に
検
討
会
議
を
し
ま
し
て
、

テ
ン
ト
が
風
で
飛
ぶ
事
の
無

い
よ
う
に
、
又
照
明
の
設
置

と
進
め
て
本
番
で
す
。
交
通

防
犯
指
導
員

・
安
協
の
皆
様
、

雨
の
中
カ

ッ
パ
を
着
て
の
交

通
整
理
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
開
会
当
初
、
雨
が
少
し
激

し
い
と
き
も
有
り
ま
し
た
が
、

狭
い
の
で
混
雑
し
ま
し
た
。

柿
丸
サ
ン
バ

・
プ
チ

エ
ン

ジ

ェ
ル

・
木
遣
り

・
劇
吹

・

紅
華
の
太
鼓
と
進
み
ま
し
た
。

保
育
園
児
は
年
長
さ
ん
だ

け
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
様
の
移
動
に
狭
い

た
め
気
の
毒
に
思
い
ま
し
た
。

キ

ッ
ズ
の
踊
り
も
済
み
、
各

自
治
会
の
踊
り
と
花
火
大
会
、

全
員
の
踊
り
ま
で
も
中
止
。

練
習
準
備
し
て
頂
い
た
の
に

す
み
ま
せ
ん
。

さ
て
今
回
は
、
大
抽
選
会

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
本
来

な
ら
藤
松
自
治
会
長
が
、
当

選

一
位
の
と
こ
ろ
、
男
気
を

出
し
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で

譲

っ
て
頂
き
、
又
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

し
か
し
問
題
は
有
り
ま
す
。

ホ
ー
ル
し
か
音
声
が
聞
こ
え

無
い
、
出
店
の
人
や
お
客
様

が
中
の
事
が
な
に
も
解
か
ら

な
い
事
や
、
出
店
の
位
置
と

買
い
物
す
る
人
の
位
置

関
係
、
玄
関
前
に
お
客

様
用
テ
ン
ト
を
設
営
す

れ
ば
良
か

っ
た
な
ど
、

今
後
の
反
省
修
正
事
項

で
す
が
、
雨
天
時
の
サ

ン
プ
ル
に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
。

無
事
終
了
出
来
た
こ

と
を
関
係
者
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

松
沢
記

山の神様 お願いだぁ～

今年は大抽選会があるってよ―
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令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号 (4)

令
和
元
年
十
月

十
三
日

「
萩

の
郷

文
化
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
記
録
的

な
災
害
を
も
た
ら

す
台
風
が
や

っ
て

来
る
と
い
う
事
も

あ
り
、
屋
内
展
示

は
中
止
と
な
り

一

日
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
に
到
着
す

る
と
第

一
茶
道
ク

ラ
ブ

・
一
期
会
の
皆
様
に

よ
る

「
抹
茶

の
接
待
」
が

あ
り
ま
し
た
。

隣
に
は
下
市
田
史
談
会

の
皆
様
に
よ
る
展
示
が
あ

り
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
々

は
熱
心
に
史
談
会
の
方
の

説
明
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
公
民
館
事
業
と
し

て
、
高
森
町
駐
在
所
所
長

塩
原

悟
様
に
よ
る
「高
齢

化
社
会
注
意
事
項
に
つ
い
て
」

の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

自
動
車
を
運
転
す
る
際
の

注
意
事
項
や
振
り
込
め
詐
欺

の
防
止
方
法
と
し
て
、
留
守

豊
み
会
の
二
人
ペ
ア
の
日

番
電
話
に
し
て
お
き
、
か
け

本
舞
踊
、
静
永
弘
会
に
よ

な
お
す
、
家
族
で
合
言
葉
を

る
二
人
の
息
の
揃

っ
た
舞

決
め
て
お
く
、
な
ど
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
敬
老
祭
、
祝
宴

・

昼
食
を
食

べ
な
が
ら
舞
台
発

表
べ

と
移
り
ま
し
た
。

木
遣
リ
ラ

ッ
パ
保
存
会
に

よ
る
威
勢
の
い
い
ラ

ッ
パ
、

高
寿
会
に
よ
る
合
唱
、
柿
楽

会
に
よ
る
歌
と
踊
り
、
高
森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
に
よ
る
馴

染
み
深
い
曲
の
数
々
、
上
原

ふ
み
ゑ
さ
ん
の
日
本
舞
踊
、

踊
。
劇
団
に

っ
こ
り
ん

の
マ
ジ

ッ
ク
と
南
京
玉

す
だ
れ
、
ル
ア
ナ
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
会
の
ハ
ワ
イ

の
風
を
感
じ
る
ダ
ン
ス
。

最
後
に
全
員
で
信
濃

の
国
と
青
い
山
脈
を
歌

い
、
長
寿
の
皆
様
の
末

永
い
健
康
を
祈
念
し
な

が
ら
終
宴
と
な
り
ま
し

た
。

小
木
曽
記

令
和
元
年
度
　
　
　
　
姉ぎ
ぎ

下
市
口
史
化
祭
リ
ミ
‐

荻
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
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(5)令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号

ろ
し
く
お
願

消
防
団
第

一
分
団
分
団
長

池

田

聡

史

い
し

ま

す
。

日
頃
か
ら
消
防
団
の
活
動

　

今
年
度
よ
り
、
第

一
分
団
三
班

に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
　
の
詰
所
が
下
市
田
区
民
会
館
前
に

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
築
移
転
し
ま
し
た
。
新
築
移
転

今
年
は
夏
の
萩
の
郷
祭
り
　
に
関
係
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
、

と
秋
の
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

が
生
憎
の
悪
天
候
に
よ
り
、
　

た
。
下
市
田
区
民
会
館
前
と
い
う

消
防
団
ブ
ー
ス
が
行
え
ま
せ

区
の
中
心
で
、
気
持
ち
を
新
た
に

ん
で
し
た
。
来
年
は
天
候
に

活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

恵
ま
れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

　

今
後
も
、
消
防
団

一
同
、
地
域

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
同
時

の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

に
台
風
十
九
号
の
接
近
に
伴

う
、
日
々
精
進
い
た
し
ま
す
。
地

い
、
全
国
各
地
で
河
川
の
増

域
の
方
々
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご

水

・
氾
濫
が
起
こ
り
ま
し
た
。

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

高
森
町
で
も
天
竜
川
沿
い
の
　
ま
す
。

地
域
に
対
し
て
、
警
戒
レ
ベ

ル
３
に
相
当
す
る
情
報
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
該
当
地

区
で
大
き
な
災
害
は
起
こ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
強
く
持
ち
、

早
め
早
め
の
行
動
を
心
掛
け
、

自
ら
の
命
を
守
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
九
月

に
は
消
防
設
備
点
検
と
し
て
、

各
家
庭
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
防
火
設
備
を
整
え
、
い イ

数
〈ルール〉           ´

あいているマスに1か ら9ま で :

の数字のどれかを入れます。タテ

列・ ヨコ列 (各 9列 )、 太線で囲

まれた 3× 3の ブロック (9マ ス

のブロックが九つ)の どれにも 1

から9ま での数字が一つずつ入り

ます。

独 ざ
と

い
う
時

の
備
え
を
よ ヽ_

高森町消防団第 1分団 3班詰所
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萩
山
神
社
よ
り

氏
子
総
代
長

告
田

田

日
頃
よ
り
萩
山
神
社
の
運

営
に
当
た
り
、
区
民
の
皆
様

に
は
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

秋
祭
り
も

終
わ
り
、
祭

事
の
方
も
半

分
が
済
み
、

こ
れ
よ
り
は

十

一
月
の
七

五
三
、
そ
し

て
新
穀
感
謝

祭
。
十
二
月

の
大
祓
祭
。

年
が
明
け

一

月
の
元
旦
祭
、

二
月
の
春
祭

り
で
令
和
元

年
度
の
祭
事

も
終
わ
り
に

な
り
ま
す
。

こ
の
頃
の

異
常
気
象
に

袢
よ
り
神
社
境
内

器
の
老
木
も
今
年

紘
器
に
た
っ
て
か
ら

三
本
の
大
木
が
倒
れ
、

伐
採
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
様
な
事
が
毎

年
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
ま
す
。

萩
山
神
社
は
長
い
歴

史
も
あ
り
先
人
の
方
々

の
築
い
た
文
化
と
伝
統
を
大

事
に
し
、
氏
子
の
皆
様
の
憩

い
の
場
に
な
る
よ
う
に
総
代

一
同
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号 (6)
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三
区

林
一
　

ま

ゆ

み

段
丘
の
急
斜
面
を

防
災
の
日
、
区
主
催
の
防

歩
き
、
地
質
の
重
な
り
の
様

災
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
約

子
や
崩
れ
た
箇
所
を
確
認
し
、

七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
の

ご
存
じ
の
通
り
、
町
の
防
災

高
森
町
は
も
や
が
か
か
り
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、

七
月
に
晴
れ
ず
湿
度
が
高
い

下
市
田
に
は
急
傾
斜
地
が
多

の
は
温
暖
化
の
影
響
だ
そ
う

く
、
地
滑
り
や
、
土
砂
災
害

で
す
。
ま
た
、
そ
の
影
響
に

の
警
戒
区
域
が
段
丘
の
下
段

よ
り
豪
雨
が
発
生
す
る
可
能

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
性
も
高
い
そ
う
で
す
。

か
ね
て
よ
り
地
元
の
地
質

　

先
生
は
、
伊
那
谷

・
高
森

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
大
切

の
地
形

・
地
質
の
重
な
り

・

と
感
じ
て
お
り
、
共
催
す
る

江
戸
ケ
沢
の
成
り
立
ち
や
崩

こ
と
が
で
き
大
変
あ
り
が
た

れ
た
歴
史
な
ど
詳
細
に
示
さ

く
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
れ
、
土
砂
災
害
に
な
り
や
す

講
師
の
二
区
在
住
の
理
学

い
現
状
の

一
つ
と
し
て
、
杉

博
士

・
松
島
信
幸
先
生
は
、
　

や
ヒ
ノ
キ
林
の
危
険
性
を
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
段
丘
林
の

樹
種
変
更
で
防
災
に
役

立
て
る
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
。
今
後
は

地
元
の
災
害
の
歴
史
を

反
映
し
た
防
災

マ
ッ
プ

を
作
成
し
周
知
す
る
こ

と
や
、
住
民
が
自
分
の

住
ん
で
い
る
場
所
の
危

険
性
を
認
識
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
は
、
早
め

の
避
難
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

下
市
田

一
区
納
涼
祭
　
　
　
い
に
導
利
髪
咄
洵

一
区
分
館
長

松

村

啓

八

で
は
最
初
に
紅
華

七
月
二
十
日
０
午
後
六
時

の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏

か
ら

一
区
積
善
会
館
で
、
「
ふ
　
を
し
て
頂
き
、
プ
チ
エ
ン
ジ
ェ

れ
あ
い
広
場
夏
ま

つ
り
」
を

ル

・
柿
丸
シ
ス
タ
ー
ズ

・
フ

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
ムロ

ラ
ダ
ン
ス

ル
ア
ナ
の
皆
さ

風
五
号
が
来
て
い
ま
し
た
が
、　
ん
の
踊
り
、
丹
山
流
範
亜
会

雨
が
降
る
事
無
く
祭
り
が
行

の
三
味
線
演
奏
と
三
味
線
の

え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
生
伴
奏
で
、
さ
く
ら
会

・
さ

公
私
と
も
お
忙
し
い
中
、
　

つ
き
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

壬
生
町
長
・高
野
公
民
館
長
・
全
員
で
盆
踊
り
を
楽
し
み
、

古
瀬
区
長

・
松
沢
支
館
長
に

育
成
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
子

来
賓
と
し
て
ご
列
席
頂
き
ま

供
花
火
大
会
、
華
麗
に
夜
空

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
染
め
た
祝
い
花
火
の
打
ち

子
供
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、

上
げ
、　
一
勢
会

・
「
の
よ
さ

祭
り
開
始

一
時
間
前
か
ら
、
　

の
会
」
に
よ
る
夜
店
、
五
月

育
成
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
ゲ
ー
　
の
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
で
祭

り
の
盛
り
上
げ
を
目
的
と
し

て
昨
年
か
ら
始
め
た
、
段
ボ
ー

ル
を
使
用
し
て
作
成
し
た
子

供
御
輿
を
、
小
学
生

・
保
育

園
児
の
皆
さ
ん
が
賑
や
か
く

担
い
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

祭
り
の
最
後
に
行
わ
れ
た
大

人
と
子
供
に
分
か
れ
た
お
楽

し
み
抽
選
会
で
祭
り
は
最
高

潮
、
三
百
人
程
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
頂
き
、
大
変
に
賑

や
か
で
、
楽
し
い

「
ふ
れ
あ

い
広
場
夏
ま
つ
り
」
が
出
来

ま
し
た
。

第
二
十
九
回
下
三
納
涼
祭

　

雌
額
腋
噸
瑞
対

二
区
分
館
長

塩

沢

土早

好

抽
選
会
と
な
り

七
月
十
三
日
０
天
気
予
報

ま
し
た
。

を
見
な
が
ら
、
午
後

一
時
か
　
　
一
等
賞
が
区
長
さ
ん
に
当

ら
自
治
会

・
常
会
長
会

・
共

た
り
ま
し
た
が
、
辞
退
さ
れ

星
会

・
明
星
会

・
育
成
会

・　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
に
な
り
、

お
助
け
マ
ン
の
会

・
地
域
農

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二
月

政

・
安
協

・
視
聴
覚

・
通
信

頃
か
ら
少
し
ず
つ
実
施
計
画

員

・
司
会
者
等
の
協
力
を
頂

案
の
作
成
、
見
直
し
を
し
て
、

き
、
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
　
役
員
会

・
代
表
者
会
を
数
回

午
後
三
時
頃
か
ら
ポ
ツ
リ
ポ

行
い
、
出
演
依
頼

・
チ
ラ
シ

ツ
リ
と
雨
が
落
ち
て
き
て
、
　
作
成

・
踊
り
練
習
も
指
導
員

は

っ
き
り
し
な
い
天
候
に
な
　
の
も
と
三
回
行
い
ま
し
た
。

り
、
屋
外
を
あ
き
ら
め
会
館

　

今
年
は
、
そ
ば
の
会

・
高

内
で
の
実
施
に
決
定
し
ま
し

寿
会
が
解
散
、
休
会
で
不
参

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
、
残
念
で
し
た
。
小
雨
の

町
長
・
公
民
館
長
・
区
長
・
中
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
き
あ

支
館
長
の
四
名
を
招
き
、
午

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
六
時
か
ら
自
治
会
長

の
挨
拶

で
始
ま
り
ま
し

た
。紅
華
太
鼓

・
子
供
達

の
ダ
ン
ス

・
柿
楽
会
の

踊
り
歌

・
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ン
ズ
の
演
奏
、
室
内
で

聞
く
と
響
き
も
良
く
迫

力
が
あ
り
ま
し
た
。

「
パ
プ
リ
カ
」
に
合

わ
せ
て
明
星
会
の
子
供

達
も
二
回
踊

っ
て
頂
き

ま
し
た
。
子
供
花
火
大

会
は
中
止
に
な
り
配
布

の
み
で
し
た
。
参
加
者
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(7)令和元年 12月 5日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 104号

ふ
れ
あ
い
広
場

ミ
ニ
運
動
会

四
区
分
館
長

土

岐

四
区
で
は
九
月
二
十
九
日

区
民
会
館
に
於
い
て
ミ
ニ
運

動
会
を
、
参
加
者
百
二
十
名

と
区
長
他
六
名
の
来
賓
を
招

い
て
行
い
ま
し
た
。
健
康
運

動
を
四
区
の
女
性
グ
ル
ー
プ

「
ホ
イ
／
い
か
ま
い
会
」
の
指

導
で
全
員
が
行
い
、
分
館
主

事
の
司
会
で
分
館
部
員

・
支

館
部
員
が
進
行
運
営
を
行

っ

「灯
籠
流
し
」

六
区
自
治
会
長

晩
夏
を
飾
る

「
市
田
灯
籠

流
し
大
煙
火
大
会
」
も
今
年

で
九
十
六
回
を
無
事
終
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
昔
、

川
施
餓
鬼
供
養
か
ら
始
ま

っ

た
市
田
灯
籠
流
し
も
時
代
と

と
も
に
大
煙
火
大
会

へ
と
少

て
競
技
が
始
ま
り
ま

し
た
。
五
常
会
の
対

抗
戦
で
す
が
子
供
か

哲

生

ら
お
年
寄
り
ま
で
出

来
る
よ
う
に

「
早
く
」
で
は

な
く
、
大
勢
が

「
参
加
」
す

る
事
に
重
点
を
置
い
て
競
技

し
て
い
ま
す
。
各
常
会
長
は

多
く
の
参
加
者
の
中
か
ら
選

抜
す
る
の
に
ご
苦
労
さ
れ
て

，ま
し
た
。

２
１
ム
は
今
回
が
初
め
て

の
囲
碁
ボ
ー
ル
に
始
ま
り
、

輪
投
げ
・
玉
入
れ
・
紐
結
び
・
ボ
ー
ル
送
り

・
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
の
六
種
目
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
囲

碁
ボ
ー
ル
は
穴
に
三
個
以
上

が
並
ん
だ

「
ラ
イ
ン
」
を
作

る
の
が
難
し
く
、
又
紐
結
び

で
は
米
袋
か
ら
３０
ｍ
を
引
く

人
又
は
２
ｍ
を
引
く
人
そ
れ

ぞ
れ
に
笑
い
と
お
ど
ろ
き
の

歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

競
技
に
臨
む
姿
は
真
剣
そ

の
も
の
で
し
た
が
、
心
の
ふ

れ
あ
い
も
大
切
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
の

楽
し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

．　
　
　
　
　
　
し
ず
つ
変
わ
り
、
今

榊

原

正

倫
・
で
は
五
万
人
の
方
々

が
訪
れ
る
、
伊
那
谷
で
も
有

数
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。み
た
ま

物
故
者
の
御
霊
を
慰
め
供

養
す
る
為
、
地
区
の
方
々
が

各
地

へ
出
向
き
浄
財
を
仰
ぎ

な
が
ら
手
作
り
の
祭
礼
と
し

て
運
営
し

て
ま

い
り
ま
し

た
。自
分
達
が
今
日
あ
る
の

は
御
先
祖
様
の
お
か
げ
で

あ
る
事
に
感
謝
し
、
未
来

を
、
そ
し
て
地
域
や
世
界

の
平
和
が
続
く
世
の
中
で

あ
る
様
に
願
い
を
込
め
て

灯
籠
を
流
し
、
花
火
を
打

上
げ
て
来
た
と
先
輩
達
よ

り
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
地
域
の
皆
様
の
御
協

力
あ

っ
て
の
賜
物
と
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

当
地
区
で
も
少
子
高
齢
化

や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
が
多

く
な
り
準
備
作
業
や
寄
付
集

め
、
前
日
か
ら
後
片
付
け
に

ま
で
人
手
不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な

っ
て
お
り
、
役
員
の

負
担
が
増
し
て
将
来
の
運
営

も
危
惧
さ
れ
る
様
に
な

っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
区
の

諸
先
輩
の
お
知
恵
と
人
脈
で

今
年
も
夜
空
に
輝
く
大
輪
の

花
火
と
水
面
に
ゆ
ら
ぐ
灯
籠

を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
、

真
に
感
無
量
の
心
持
ち
で
し

た
。
歩
行
者
天
国
に
目
を
移

せ
ば
若
者
達
や
家
族
連
れ
。

ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
も
の
人

が
、
と
思
う
程
皆
さ
ん
露
天

と
花
火
を
楽
し
ん
で
思
い
出

を
作

っ
て
い
る
姿
を
見
る
事

も

（
ゴ
ミ
問
題
を
除
け
ば
）

実
行
で
き
て
良
か

っ
た
と
思

え
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

区
代
議
員
、
二
区
の
各
戸
の

皆
様
は
じ
め
、
安
協

・
消
防

団

・
商
工
業
者
の
方
々

・
町

役
場
職
員
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
で
も
頑
張

っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
御

協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

¨
委
員
会
活
動
報
告

　

　

　

¨
い
嚇
鋤
獅
％

中
　
　
　
環
境
衛
生
委
員
長

矢

澤

民

樹
　
中
大
き
な
計
然

区
民
の
み
な
さ
ま
に
は
日

災
害
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

頃
、
環
境
衛
生
関
係
の
諸
事

意
味
の
あ
る
防
災
訓
練
を
実

業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心

施
す
る
た
め
必
要
な
時
間
を

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

さ
て
毎
月

一
回
実
施
し
て

ん
。

い
る
資
源
ご
み
収
集
の
時
間

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る

で
す
が
、
下
市
田
区
は
今
年

と
、
収
集
時
間
を
三
十
分
と

度
、
自
治
会
に
よ

っ
て
ま
ち

し

つ
つ
春
夏

（
四
～
八
月
）

ま
ち
で
、
三
十
分
、
四
十
五
　
は
や
や
早
い
時
間
帯
、
秋
冬

分
、　
一
時
間
の
三
通
り
に
分

（九
～
翌
二
月
）
は
や
ゃ
遅

か
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
い
時
間
帯
に
す
る
の
が
い
い

近
年
、
全
町
的
に
収
集
時

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

間
の
短
縮
が
進
ん
で
お
り
、
　
　
最
終
的
に
は
自
治
会
ご
と

協
力
員
の
負
担
軽
減
な
ど
の
　
に
ご
判
断
い
た
だ
く
こ
と
に

点
か
ら
も
、
出
来
れ
ば
二
十

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
検
討

分
で
揃
え
る
方
が
望
ま
し
い

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

と
思
い
ま
す
。
十
月
ま
で
の

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

実
施
状
況
を
見
る
中
で
は
、
　
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
十
分
で
お
お
む

ね
大
丈
夫
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
下
市
田
区

で
は
毎
年
九
月
第

一
日
曜
日
に
防
災

訓
練
と
資
源
ご
み

回
収
が
重
な
る
た

め
、
防
災
訓
練
を

早
め
に
切
り
上
げ

る
自
治
会
も
あ
り
、

十
分
な
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と

業■Ｆ
ヽ
プ

ル
ー

几
又時蛎

卜
ｒ
詢
哭

綱
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は
じ
め
て
の
組
体
操
　
“一」置い
‐こで
「き臓れ

小
五

池

田
桃

音

（二
区
）
を
信
じ
て
足
を
あ
げ

私
は
、
今
年
の
運
動
会
で

初
め
て
組
体
操
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
協
力
し
て
や
る
組

体
操
は
、
は
じ
め
は
楽
し
そ

う
だ

っ
た
け
ど
、
や

っ
て
み

る
と
、
と
て
も
難
し
か

っ
た

で
す
。
私
は
逆
立
ち
が
苦
手
で
、

ペ
ア
に
足
を
持

っ
て
も
ら
う

の
も
最
初
は
と
て
も
怖
か

っ

た
で
す
。
で
も
、
ペ
ア
の
子

は
全
然
怖
が
ら
ず
に
足
を
あ

げ
て
、
私
は
安
心
し
て
受
け

わたしの作文

門gaか
ばくの作文

て
ご
ら
ん
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
不
安
で

な
か
な
か
足
を
高
く
あ
げ

ら
れ
な
か

っ
た
け
ど
、
ペ

ア
の
子
は
必
ず
受
け
止
め

よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ペ
ア
で
や
る
技
は
も
う
二

つ
あ
り
、
ト
ン
ボ
と
サ
ボ
テ

ン
で
す
。
二
つ
と
も
肩
車
を

す
る
技
で
私
は
下
で
し
た
。

肩
に
乗
せ
て
あ
げ
る
の
は
と

て
も

つ
ら
か

っ
た
で
す
。
特

に
サ
ボ
テ
ン
は
、
そ
こ
か
ら

家
族
と
の
キ
ャ
ンプ
　
叫艤慟励ａ炊村麻〓

小
六
　
細

田

　

怜

（六
区
）
み
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ

ぼ
く
は
土
日
や
祝
日
に
、
　

を
し
た
リ
ウ
ノ
を
し
た
り
弟

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
弟

と
オ
セ
ロ
や
お
父
さ
ん
と
し
ょ

と
い

っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
プ
に
　
う
ぎ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

行
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
は
楽
し
み
な
が

四
年
前
に
初
め
て
キ
ャ
ン
　
ら
不
便
を
楽
し
む
も
の
だ
と

プ
で

一
泊
し
ま
し
た
。
　
　
　
思
い
ま
す
。

そ
の
時
は
、
準
備
を
す
る

　

な
の
で
ふ
だ
ん
テ
レ
ビ
を

の
に
半
曰
く
ら
い
か
か

っ
て

見
て
い
る
時
は
時
間
を
わ
す

い
ま
し
た
ｃ

火
を
お

こ
す

の
に
も
何
時

間
も
か
か
り
、
な
か
な
か
ご

飯
を
食

べ
は
じ
め
る
の
に
、

か
な
り

の
時
間
が
か
か

っ
て

し
ま

い
ま
し
た
。

け
れ
ど
今
は
お
父
さ
ん
や

私
の
太
も
も
に
立

っ
て
も
ら

う
技
で
、
私
は
足
が
痛
い
し
、

ペ
ア
の
子
も
怖
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
、
は
じ
め
は
失

敗
ば
か
り
で
し
た
。

で
も
、　
一
生
け
ん
命
練
習

し
た
の
で
ま
だ
少
し
不
安
は

あ

っ
た
け
ど
、
失
敗
せ
ず
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
練
習
と
ち
が

い
、
た
く
さ
ん
の
観
客
が
い

て
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

ペ
ア
で
や
る
技
は
成
功
し
、

一
番
不
安
だ

っ
た
逆
立
ち
も

で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
そ
ろ
っ

今
年
の
代
議
員
会
研
修
旅

開
聞
千
三
百

行
は
九
月
二
十
六

・
二
十
七

年
を
機
会
に

日
の
二
日
間
好
天
に
恵
ま
れ

白
山
登
拝
の

る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
山

登
山
口
に
あ

た
素
晴
ら
し
い
演
技
が
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で

す
。青

い
空

に

「
せ
―
の
」
の

声
が
ひ
び
く
の
が
来
年
で
最

後
だ
と
思
う
と
ち
ょ
っ
と
だ

け
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

た
る
三
カ
所

の
馬
場

（神

社
）
巡
り
を
し
ま
し
た
。

白
山
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
経

由
で
白
山
市
に
入
り
、
全
国

凡
そ
三
千
の
白
山
神
社
総
本

社
で
あ
る
加
賀
白
山
比
畔
神

社
、
白
山
開
山
の
泰
澄
が
最

初
に
開
い
た
白
山
信
仰
の
中

心
で
あ
る
苔
の
美
し
い
越
前

平
泉
寺
白
山
神
社
、
東
海
道

筋
か
ら
の
登
拝
路
に
あ
た
る

美
濃
長
滝
白
山
神
社
は
そ
れ

ぞ
れ
山
岳
修
験
と
神
仏
習
合

が
作
り
出
し
た
不
思
議
な
信

仰
の
地
で
、
現
在
の
混
沌
と

す
る
世
の
名
に
何
か
似
て
い

る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
途

中
坂
井
市
に
あ
る
丸
岡
城
で

は
、
天
守
閣
か
ら
雲

一
つ
な

い
白
山
を
眺
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
閣
戦
国
武
将

柴
田
勝
家
が
養
子
勝
豊
に
築

か
せ
た
城
で
天
守
閣
は
石
の

瓦
葺
き
、
堀
を
巡
ら
し
た
堅

固
な
造
り
で
勝
家
の
居
城
北

の
庄
城
を
守
ら
せ
ま
し
た
。

柴
田
勝
家
は
賤
ケ
岳
の
戦
い

で
秀
吉
に
敗
れ
、
江
戸
時
代

元
禄
年
間
ま
で

「
一
筆
啓
上

火
の
用
心
お
仙
泣
か
す
な
馬

肥
せ
」
で
有
名
な
本
多
重
次

の
本
多
家
が
治
め
た
。
現
存

す
る
日
本

一
古
い
天
守
閣
。

今
年
は
新
任
代
議
員
も
多

く
、
区
三
役

・
支
館
三
役
と
、

ま
た
代
議
員
相
互
の
膝
を
付

き
合
わ
せ
た
懇
談
も
進
み
、

今
後
の
代
議
員
会
運
営
に
大

い
に
成
果
が
上
が

っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
区
副
自
治
会
長

鈴

木

信

孝

記

二
回
目
の
編
集
委
員
会
、

１０４
号
は
二
大
事
業
の
夏
祭
り

・

ふ
れ
あ
い
広
場
の
紙
面
と
な

る
た
め
十
月
十
三
日
に
終
わ

り
、
終
わ

っ
て
す
ぐ
に
原
稿

書
い
て
、
校
正
し
て
と
忙
し

い
中
、
編
集
委
員
研
修
旅
行

も
あ
り
、
ご
苦
労
さ
ん
で
し

た
。

れ

て
何
時

間
も
見

て
し
ま

い

ま
す
。
け
れ
ど
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
、

ボ

ー
ド
ゲ

ー
ム
を

し

て
い
る

と
あ
き

て
き

て
し
ま

っ
て
そ

ん
な

に
長
く
続

き

ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
で
ぼ
く
は
ふ
だ

ん
ダ
ラ
ダ
ラ
、
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
時
間
の
長
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

な
の
で
キ
ャ
ン
プ
の
時
は
、

テ
レ
ビ
か
ら
は
な
れ
て
、

家
族
で
会
話
を
し
な
が
ら
、

あ
そ
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
間
は
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
キ
ャ
ン

プ
が
好
き
で
す
。

「

Ё

日

編

集

後
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